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モンゴル銀行制度に関する研究

ジャミヤン
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はじめに

1 .本稿の課題

モンゴルの体制転換は銀行制度の改革から始

まった。すなわち，体制転換の前提である所有

制の移転を法的に規定した民営化法1lの制定

(1991年 5月)以前の段階で，政府は 1990

年 8月，第 422~子決議によって商業銀行一般

の設立を示認したのであった。この決議をもっ

1)モンゴルの民営化法の規定及び企業制度については

拙稿 (W経済学研究.1 (北海道大学)2∞l年 9月第

51巻第 2~子 pp.97 -120)を参照されたい。

ガンノtト

て1990年 9月には商業銀行としての協同組合

銀行が，周年 10月には商業発展銀行が設立さ

れ，以降稜々の商業銀行が設立された。この行

政的決定から遅れること半年を経た 1991年 4

月にモンゴル銀行の中央銀行としての地位と商

業銀行制度の運用を法的に規定する「モンゴル

人民共和国の銀行法J(⑮p.88-97，以下f1991

年銀行法」と略称、)が制定された。このように，

中央銀行であるモンゴル銀行と複数の務業銀行

とからなる二層構造をもっ銀行制度が設立され

た。

本穏では，このように二層構造の銀行制度の

導入から始まった銀行制度の改革がどのように

展開され，商業銀行がどの程度金融機能を来た

しているかについて検討する O

分析手法となるものは一次資料としての銀行

制度に関する各種立法の条文の検討である。な

ぜならば，銀行制度の改革に応じてなされた各

種立法は銀行制度の実態を反挟したものである

からである。

2.先行研究及び国襟機関の提言とモンゴル致

府の対応

モンゴルの銀行制度に関する先行研究は，主

として国際機関及び白本人による研究に限られ

ている。日本における先行研究のほとんどは国

際通貨基金をはじめとする国際機関の行った研

究成果に大きく依存している。一例として青木

@などが挙げられる。これらの研究は 1990年

代初期の金融制度，特に銀行制度の生成プロセ

スとその政策について紹介しているが，筆者に
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とっても大いに参考になった。また，欧米の先 に正式に加盟した)の指導と支援を受けてい

行研究としては世界銀行をはじめとする罷際機 た。上述の 1991年銀行法①は国際通貨暴金の

関が発表した研究@， @が 1990年代初期の銀

行制度の政策について焦点を当てて検討してい

る。しかしながら，上記の先行研究においては

法令など一次資料を参照した実証研究は少な

しミ 2)
O 

1990年代後半におけるモンゴル金融制度に

関する代表的な研究としては B.Val' ters， P. 

Luvsandorzh [他]①が挙げられる。この研究

はモンゴル人研究者も含めて外国人研究者を中

心とした共同研究であるが，注意すべきことは

そンコツレの金融制度についての誤った認識が多

数あることである 3)。

モンゴルの体制転換における国際機関の役割

に関する評価については以下の点を指摘してお

きたい。国際通貨基金と世界銀行は113ソ連及び

東欧諸菌の政策決定に深く関わったが，いくつ

かの失敗を招いたとされている 4)。たしかに

Boone@も述べるように，モンゴル金融制度の

改革は留際通貨基金(モンゴルは 1991年 2月

2 )唯一の例外は青木@であって，国際機関の報告書に

依存しつつ，英語版の銀行法①の内容を検討してい

るO

3) この研究は市場経済移行郊における実証研究として

警かれているが，モンゴル経済の現状について不備

な点がいくつかある。モンゴル人著者による現状分

析も見られない。{例えば，金融制度に関する誤りの

一例として 1991年銀行法。の制定によって商業銀

行が設立され金融制度の改革が始まったとしている

がゆ.143)，本稿で見るように商業銀行の設立は

1991年銀行法①の制定以前であった。もう一つの

例は，改正後の銀行法においてそンゴル銀行は商業

銀行に対して情報会提供するとしているが

(p.149)，このような規定は 1996年モンゴル銀行

法①及ぴ1996年銀行法①においては定められてい

ない。

4)例えば，渡辺博史氏は「問題は，支援対象閣のマク

ロ経済政策への協1Fのコミットの仕方にあったj

と指摘し， rザックスは，アルゼンチン，ボ、リビア，

その他の発展途上国で彼が携わったインフレ抑制策

の実践を，ポスト共産主義という異なる体質の経済

でも実験しようとしたjとするポーランドの経済学

者の発言を引用している(動p.23-24)。

支援の下で作成されたと言われている 5)。しか

し本稿第五節において見るように，同法①はモ

ンゴルの金融事情を考慮せずに一般的な銀行制

度を規定したものに過ぎなかった。モンゴル政

府は， 1992年に国襟通貨基金の推し進めてい

た構造務整を実施するための融資供与に対し

て，企業などに供与する檎助金の廃止による支

出削減と貨幣供給量の減少によるマクロ経済の

安定化を腐ることを約束した。黒111雄爾氏は次

のように述べている。「モンゴルは，国際機関

との協議でアクション・プログラムを作成し，

経済のみならず，政治，社会，文化を含め 194

項呂と膨大な実施計画を約束し，事実上国際機

関の監督下にあるJ6)。国際通貨基金の推し進

めたこのような政策によって財政赤字の規模が

削減され，中央銀行の通貨発行量が減少したた

めにインフレはP:P制されていった。

しかし，閤際通貨基金による改革提案の中身

はモンゴル傑が用意していた政策内容よりもは

るかに厳しいものであった 7)。例えば，国際通

貨基金が要求した通貨供給の年間増加惑は

25%以下とするというものであったが，モン

ゴル銀行はこれを達成できず 1994年 8丹での

実緩は 80%であった 8)。間際通貨基金が提案

した政策によるポジティブな効果を完全に否定

するわけではないが，結果として国際通貨基金

の指導と支援は少なくとも部分的には誤ったも

のであったという見解が一般的であるヘ

5 )翻[制御.87.

6)累JII御 .90.
7) Peter Boone@p.354. 
8)安部③p.95.
9)栗林純夫・白須孝両氏は国際機関の政策について次

のように批判している。「毘際機僚のスタッフはさ当

該障の首都中心の調変・ヒアリングを行い，定式化

された政策を提言する。当該留の経済的現実を全底

的な視点で捉えていないことが多いことを認識すべ

きものであるJ(菜林， a須⑧p.90)。また，黒)11雄
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本稿は先行研究を踏まえ，モンゴルの銀行制

度を形成した法的整備に着自して， 1990年代

後半を含めた市場経済移行期における銀行制度

の形成とその特搬を検討する。また，第立第に

おいては，入手可能なデータを利用して商業銀

行の現状を分析する。

I 市場経済移行期における銀行制度の法的規

定

冒頭で述べたように，すでに 1990年にはそ

ンゴル銀行制度に関する行政的決定が出されて

いたが，法律として最初のものは 1991年銀行

法①であった。この法律によって，社会主義時

代には一体であったが， 1990年以降実質的に

分離されていた中央銀行と商業銀行のそれぞれ

の機能が定められた。

1991年銀行法①の規定は， 1996年になっ

て， 1996年モンゴル銀行法@と 1996年銀行法

①とに分離され改正された。本節では，これら

改正後の条文を 1991年銀行法①と比較しつつ

検討し，モンゴルの市場経済移行期における銀

行制度の特徴を明らかにする。

1. 1996年モンゴル銀行法

中央銀行としてのモンゴル銀行の法的地位と

機能を明確にし，強化したのは 1996年 10月か

ら施行された fモンゴル屈の中央銀行(モンゴ

ル銀行)に関する法律J(①pp.339叩 355，以下

f1996年モンゴル銀行法Jと略称、)である。 1991

年銀行法①でもそンゴル銀行の発券銀行として

の法的地位が規定されていたが， 1996年モン

爾氏l土居際機関のモンゴルに対する四つの誤りを指

摘しているが，そのーっとして「磁入，銀行という

市場経済におけるリスクテーカーが不在であるにも

かかわらず何の対策もなしに計画経済の行政部門を

切り捨ててしまったが経営資源の脊成・定着までの

期濁は，流通システムの維持，再建に細心の留意を

すべきであったJと述べている(累1I!@p.92)。

ゴル銀行法①においてはより明確に「国家の通

貨政策を実施する権複を持つ機関で，かつ国家

が設立した法人である」と規定された。同法に

よれば，モンゴル銀行は国会に対して業務内容

を報告するが，国会はモンゴル銀行の業務に対

しては干渉しない。国会はモンゴル銀行総裁及

び部総裁を任命する。さらに，モンゴル銀行は

政府から独立した機関であって，政府の決定が

盟会で承認された国家通貨政策に違反したとき

には政府に通告する(同法①の第 31条)。この

定義から分かるように，モンゴル銀行は他の国

家機関から独立した通貨政策・金融制度を統括

する国家機関であると同時に貸付などの事業活

動を行う法人でもある。ここでさらに注意すべ

き点は，モンゴル銀行に対して国家が担う義務

が明確に規定されたことである。すなわち，政

府はモンゴル銀行の債務に対して賓任を負わな

ければならないとされた(①の第 35条第 2

項)。

モンゴル銀行の通貨政策の実施手段として

は，以下の五つが挙げられる O すなわち， 1) 

頭金準備制度の導入1ぺ2)商業銀行に対する

貸付量の決定へ 3)公定歩合ベ 4)公開市

10)溜業銀行の預金準備惑はモンゴル銀行が定める。法

律によれば，モンゴル銀行が定める預金準備率は負

債総篠の 5%から 30%の関でなければならない。

ただし，負債総額に資本金は含まれない。
11)モンゴ、ル銀行l土利子率のま差別化を伴って，あるいは

差別化を伴わずに商業銀行に対して貸付を供与す

る。

12)モンゴル銀行は，自行の貸付利子率及びモンゴル銀

行発行の有価証券(1997年以降，中央銀行短期証

券と呼ばれるようになった)の利子率..>itぴに手形

の再割引率によって公定歩合政策を実施する(①の

第 14条)。ここで，公定歩合に隠して次のことを述

べておきたい。モンゴル銀行の商業銀行に対する貸

付利子率を決定する際の主重要な要素は，中央銀行短

期証券利子率である。すなわち，モンゴル銀行の貸

付利子率l土中央銀行短期証券利子率をベースにして

それにお%を上乗せして定められる。なお，モン

ゴル銀行法①の制定幾年の 1997年 2月における中

央銀行短期証券利子E容は 35%であった(伽.22)。
1997年米時点で，インフレ率は 20.5%であった。
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場操作べ 5)議業銀行の対民間貸付残高に対 I節第 3項で詳しく検討される。

する制限である。これらのうち1)の預金準 このように， 1996年モンゴル銀行法①

備制度の導入及び 2)の薦業銀行に対する貸 は， 1998年の改正モンゴル銀行法 (@1998年

付量の決定，並びに 3)の公定歩合は 1991年

銀行法①においても定められていた。そして

1996年モンゴル銀行法①において 4)の公開

市場操作及び 5)の商業銀行の対民間貸付残

高に対する制眼が追加された。このように，商

業銀行の貸付業務を規制する多様な手段，特に

5)の商業銀行の対民間貸付残高に対する制限

などに代表されるモンゴル銀行の強権的な権眼

は市場経済移行期におけるモンゴルの銀行制度

の特徴である O すなわち，モンゴル銀行による

上記の四つの手段が通貨政策手段として不十分

と認められた場合に，第 5の手段としてモン

ゴル銀行が個々の商業銀行の偲人及び法人に対

する貸付残高を制限することができるのである

(①の第 16条)。

1996年モンゴル銀行法①において最も抜本

的に改正された条文は，モンゴル銀行の商業銀

行業務に対する監督業務の規定である。 1991

年銀行法①においては，商業銀行が閉鎖される

場合とは，蕊業銀行が破産したとき，あるいは

磁業銀行の定款に従って自発的に閉鎖される場

合だけであった。しかし， 1996年モンゴル銀

行法。によってモンゴル銀行の商業銀行業務に

対する監督業務が一層強化され，強制的な関鎖

措置も導入された(①の第四条)。その内容は，

商業銀行の設立免許の取消及び商業銀行に対す

る強制的措置としての特別規制，並びに管財人

による管理である。これらの規定については第

13)モンゴル銀行二は，商業銀行が保有する余分な(資金)

を運用するために金融市場で国債及び中央銀行短期

証券，並びにその他の有儲証券を売貸する。これら

の中で 19ヨ3年から発行されている中央銀行短期証

券は，通貨政策の重要な手段となり， 1997年末時

点で 11の商業銀行がこれを購入していた(①

p.24)。後の表 7マ見るように， 1999年 9月時点

で中央銀行短期註券は話事業銀行全体の資金運用の中

で 13%を占めている。

9月 4日号)及び 1999年の再改正モンゴル

銀行法(⑬1999年第 37号)によって補足・改

正されたが，改正点の中で注意すべき点は，次

の 2点である O 第 Iの点は，既に述べた「政

府はモンゴル銀行の債務に対して責任を負わな

ければならないJという条項が削除されたこと

である。すなわち，国際通貨基金の助言を受け

つつ市場経済化が経過して既に 6年間を経た

1996年の時点まで，社会主義!日体制の特性が

残存していたことを示している。 1998年に至

ってようやく中央銀行は市場原理の枠の中に組

み入れられることになったのである。第 2の

点は，モンゴル銀行の商業銀行に対する監督業

務についての規定が変更されたことである。す

なわち，モンゴル銀行が商業銀行に対して適用

する強制的措置が商業銀行の業務改善に重点を

移すことになった。第 3項においてこの問題

をキ食言すしてみよう。

2. 1996年銀行法とその一般的特徴

まず，商業銀行に関する法的規定を見てみよ

う。既に述べたように，商業銀行の主な業務を

定めた 1991年銀行法①の規定は， 1996年に制

定された「モンゴル国の銀行に関する法律J(φ 

pp.355ω376，以下口996年銀行法Jと略称)

によって分離され改正された。

1991年銀行法①において，務業銀行は主要

業務である預金及ぴ貸付，並ぴに国内決済勘定

取引の他に，モンゴル銀行の許可を受けて次の

業務を行うことができると定められていた。そ

れらは， 1)債務保証書の発行， 2)外貨の売

買lぺ3)貴金属15)や宝右出の売賞， 4)貴金

14)民間商業銀行は積極的に外貨の売買取引を行ってい

る。例えば，有力な民跨商業銀行であるゴロムト銀

行は，国内通貨の対米ドル為替レートを安定させる
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属及び有価証券の保管， 5)海外決済勘定取

引， 6)有価証券の発行と売買である。 1996

年銀行法①においては溜業銀行の業務としてリ

ース取引と投資・金融業務に関する情報提供サ

…どスが追加された(①の第 6条)。さらに重

要なことは，商業銀行が一つの債務者(法人・

個人を関わず，またそれと関連する者を含む)

に供与する貸付額と債務保証額の合計は，当該

商業銀行の純自己資産の 20%を超えではなら

ないという規定が， 1996年銀行法①で追加さ

れた。ここで言う商業銀行の債務保証書の発行

とは，務業銀行が一つの債務者(それと関する

者を含む)の第三者に対する債務に関して発行

する支払の保証書である。この債務保証は日本

の銀行制度にはみられないものである。

こうして定められた荷業銀行業務の内容につ

いて以下の 2点に控意すべきである。第 Iの

点は，商業銀行の発行する債務保証業務に関わ

る規定である。すなわち，担保となる資産の登

記制度が整備されていない状況の中で，さらに

商業銀行の経営ガパナンスや融資の審査機能が

十分機能していないために，債務保証書の発行

は不良債権の増加につながったのである。なぜ

ならば，商業銀行の発行する債務保証書は，自

らが行う貸付と同様な性質を持つために借り手

が返済不能な状況に陥った場合には，当該溜業

銀行の不良債権として分類されるからである。

第 2の点は，資金属や宝石の売買と保管に関

する規定である。 1991年銀行法①の制定以来，

この業務が中央銀行の許可の下に認められてい

たにもかかわらず，商業銀行には金を含めた嚢

金属の購入許可が一度も与えられていないこと

ために米ドルを大量に売却したという新間報道があ

る(②1999年 8月1613号)。
15) ['モンゴル溺の貴重資産に関する法律J(以下「愛重

資産法jと略称)の第 3条によれば，黄金属とは
「金，銀，白金及ぴその合金類jである(重量p.47)。

16)宝石とは「ダイアモンド，ルビー，エメラルド及び
真珠などjである(⑧p.47)。

である。金を含めた貴金属の購入権は相変わら

ずモンゴル銀行の権限下にあるmo

また， 1996年銀行法①は務業銀行の貸付担

保とその利子について新たな規定を導入した。

すなわち， 1996年銀行法①の第 9条によれ

ば，商業銀行は延滞債権が生じた場合，裁判所

の判決に基づいて債務者(法人代表者を含む)

の所有する担保外の個人資産，株式などを受け

取れることとなった。これはモンゴルの銀行制

度の大きな特酸である。

1996年銀行法①において新たに定められた

注意すべき規定は，商業銀行の株式保有に関す

る上波規定である。商業銀行が保有する株式な

どの有価証券は純自己資産の 20%を超えでは

ならないとされた。さらに，務業銀行が保有で

きる偶別企業の株式数はその企業の発行済株式

の 5%以下でなければならないとされた(①

の第 6条)。なお，ここで 1991年銀行法①と

1996年銀行法窃との関で変化がなかった条文

として次の 2点を挙げておく。第 lは，商業

銀行が生産活動や保険業務など非銀行活動に従

事することが禁止されているという点である。

第 2は，商業銀行の土地取引も禁止されてい

るという点である。このことは土地を担保にし

て貸付を行うことができないということを意味

する。モンゴルでは 2001年においても土地は

盟有となっているからである O これはそンゴル

の銀行制度の大きな特徴である。

3. 1996年銀行法における強制的指賛

ここでは， 1996年銀行法③の最大の特徴で

ある商業銀行に対する強制的措震を検討してみ

よう。モンゴル銀行は，商業銀行が 1996年銀

17)糞議資産法第 5条の規定に従って国会は，毎年モ
ンゴル銀行が購入する貴金属及び宝石の量を決定し
ている。例えば， 20∞年の例で言えば，盟会は 2000

年度にモンゴル銀行の購入する金の蚤を 9，000キ
ロ，国内の製造業者に売却する金の蚤を 50キロと
それぞれ決定している (@2∞0年 5月 5日号)。
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行法①に違反した活動を行った場合に以下の八 に対して特別規制を適用した21)。

つの措置を採る O すなわち， 1)書面による

， 2)違反行為の停止についての期限付き命

令， 3)務業銀行の一部業務の制限と停

止lぺ4)罰金， 5)商業銀行頭取の職務の一

部停止及び解伝， 6)特別規制，7)管財人に

よる管理， 8)商業銀行設立免許の即刻取消瑚

である(①の第 31条)。以下では，これらの強

制的措置のうちに最も厳しい措置である特別規

制と管財人による管理についての規定を検討し

てみよう。

(1) 特別規制

特別規制(車訳では特別情勢)とは，当該商

業銀行がモンゴル銀行の定めた商業銀行経営基

準加)を 3カ月調にわたって果たせなかった場

合に，支払不能な状況に陥る可能性が存在する

と認定し，当該商業銀行の経営の健全性を間援

するために，適用する措置である(①の第 33

条)。特別規制が実行されたときには，モンゴ

ル銀行が任命した全権代理者がさ当該溜業銀行を

経営する。全権代理者の任命期間は 1年間で

あり，当該溜業銀行が上記の経営基準を十分に

満たした場合は，特別規制が部分的あるいは完

全に解除される。モンゴル銀行は， 1996年に

一度だけ(アルド銀行)特別規制を実施した

が， 1999年に入ってからは夜業銀行に対して

特別規制をしばしば実施したO 例えば， 1999 

年の 2月から伺年の 5丹にわたってそンゴル

銀行は農業銀行，復興銀行，投資技術革新銀行

18)例えば，モンゴル銀行はシネチレル銀行 (18工業銀

行)の海外決済勘定取引を行う許可を停止した(@

1999年227号)。
19)後述するように，モンゴル銀行はこの捻穫を頻繁に

適用していた。例えば，最近の一例としては輸出入

銀行の言語業銀行設立免許の取消がある (@1999年 12
月初日号)。

20) 1996年銀行法①の第 15条で詳しく定められている

が，代表的な指擦を挙げれば預金準備率を下回らな

いこと及び一定の貸倒引当金を保有することなどで

ある。

モンゴル銀行は，特別規制を適用した場合に

二つの方策を実行する。それらは1)株主の

権利を停止すること， 2)当該商業銀行の頭取

及び取締役の権限を停止し，当該商業銀行の経

営権を全権代理者に移転させることである O

権代理者は以下の権限を有する。すなわち， 1 ) 

当該商業銀行のすべての業務に対して自ら決定

を下すこと， 2)預金者を含む第三者に対する

債務の支払を特別規制の期間中は停止するこ

と， 3)特別規制の適用以前に当該商業銀行が

結んだ貸付契約が当該商業銀行の再建に悪影響

を及ぼすと認識されたときには，その貸付契約

を変更することベ 4)商業銀行を代表して新

たな貸付契約を結ぶこと， 5)商業銀行を代表

して債権の囲収を要求すること， 6)当該溺業

銀行の職員に対して解麓を含む麗用契約の変更

を実施し，あるいは必要な職員を特別規制中に

限って一時的に雇用することである(①の第36

条)。

以上の特別規制の規定においては次の 2点

に注意を払うべきである。第 1は，商業銀行

の株主の権利を停止できるという中央銀行の権

限が認められたことは社会主義国体制の特性が

継続されていることを意味する O 第 2は，市

場環境が完全に整備されていないがゆえに，中

央銀行の商業銀行業務への介入が非常に強度で

21) @1999年 2月138， 4 Jl 26日， 5月18日各号。
このように， 1996年銀行法①において規定された

強制的な措置が商業銀行に対して適用されている

が，問題はこうした適用措震の実施のタイミングと

その効采であると筆者は考える。すなわち，適用の

決定はモンゴル銀行の一方的な決定に友右され，主

観的になる恐れが存在しているということである。

例えば，モンゴル銀行は輸出入銀行に対して管財人

による管理の措震を適用せずに直ちに商業銀行設立

免許を取消した例を挙げることができる。

22) 1996年銀行法①では，以前の袋付契約の変更は認

められていたが，解約は認められていなかった。貸

付契約の解約が可能となるのは 1999年改正銀行法

以降のことである。
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あるということである。

(2) 管財人による管理

モンゴル銀行が薦業銀行に対して適用する一

層強力な強制的措置は，管財人による管理措置

である。 1996年銀行法①の第 37条において，

管財人による管理とは次のように定義されてい

る。すなわち「当該商業銀行の経営権及び当該

商業銀行の自己資産の所有権を管財人に譲渡し

て当該商業銀行を強制的に清算しJ，rモンゴル

銀行が当該商業銀行の設立免許を取り消す作

業Jである。管財人による管理措震が適用され

る場合とは，上述の特別規制措置が適用されて

も当該商業銀行の経営の健全化が果たされない

とき及ぴ当該商業銀行が支払不能な状況に陥っ

たときである(①の第 38)。このことから分か

るように，管財人による管理措置の適用はモン

ゴル銀行が商業銀行に対して適用する一層強力

な措震であるお)。

管財人は，当該商業銀行の清算作業を次のよ

うに実施する。まず 1年以内に当該商業銀

行の総資産と総負債を併せて他行に譲渡するこ

とを自指さなければならない。譲渡に合意する

他の商業銀行が現れなかった場合には，管財人

は当該商業銀行の総資産を 2年以内に売却し

なければならない(@の第46条)。売却資産は

定められた)11創立制に従って債権者に分配され

るO 商業銀行の清算作業は，商業銀行の総資産

が売却され，残余資産が分配された時点で終了

23) 1996年銀行政①の文言では，強制約な管財人によ

る管理措置を，特別規制措置の前に実施してはいけ

ないという規定はないが，最初から強制約な管財人

による管理捻震が適用された例は存在しない。通常

は投資技術革新銀行や農業銀行に対して適用された

ように，まず特別規制措置が導入され，次いで管財

人による強制管理措鐙に移行される(@i1999年11

月16日号)。

24)残余資産の分配}綴位の規定(①の第45条)は複雑

であるが，大まかに震えば，まず倒入預金が保護さ

れ，次いで法人預金に残余部分が分配され，株主の

出資額は最低頗{立である。

しお商業銀行の設立免許が取り消される。上

述の第 8の強制的措置である商業銀行の設立

免許の部刻取消の場合には，他銀行への営業譲

渡の可能性が残されていない。

当該商業銀行の管財人は，次の権隈を有す

る。すなわち，1)商業銀行の業務を継続し，

あるいは一部業務を停止すること， 2)薦業銀

行による預金払戻を制限し，あるいは払庚を停

止すること， 3)預金利子率の最低率を変更す

ること， 4)蕗業銀行による過去の融資契約を

解約すること， 5)商業銀行の簾用に関する契

約を解約し，あるいは必要な職員を新たに簾用

すること， 6)預金及び貸付の新たな取引契約

を結ぶこと，7)貸付債権の盟収を要求し，裁

判所に訴え出ること， 8)貸付担保資産を売却

すること田以上である(①の第 43条)。

上で述べた 1996年銀行法①において定めら

れた蕗業銀行に対するモンゴル銀行の強制的措

は， 1998年改正銀行法 (@1998年 9月 4

臼号)と 1999年改正銀行法(⑬1999年第 37

号)によってさらに変更され，強力な規定とな

った。これらの変更規定の主な内容を以下で見

てみよう O

まず， 1998年改正銀行法@によって務業銀

行の最低資本金が 10億トグリクに増額され

た初。それにとどまらずモンゴル銀行は個別薦

業銀行の支払能力及び事業活動の特性を考慮し

25) この措置の適用によって清算された商業銀行の事例

としては，投資技術革新銀行の例を挙げることがで

きる(@i1999年 11月16日号)。

26) この法律の条文では担保資産のみを規定している

が，担保資産以外の資産については述べていない。

それゆえ，債権閲収の際に不足が生じた場合に第

8に挙げられている権綬及び1996年銀行法①の第

9条の規定に従って担保外の資産を裁判の決定に

基づいて回収できる。

27) 1996年銀行法①が定めた部業銀行の最低資本金は

4告言、トグリクであった。なお， 2001年10M時点で

商業銀行の最低資本金はさらに増加され40億トグ

リクとなった。
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て資本金を 10億トグリク以上に設定する権眼 ちに商業銀行の設立免許の取消が前提とされ，

を持つことになった。また，すべての商業銀行 清算作業が開始された。 1999年改正銀行法で

は，モンゴル銀行が選定した監査人による監査

を年に l回以上受けなければならないことに

なった。

次に， 1999年改正銀行法⑬によって新たに

導入された監督措置の主な規定を見てみよう。

第 1に， 1996年銀行法①によって導入された

特別規制措置を適用するほどではないが，その

経営状況が危倶される潟業銀行に対してそンゴ

ル銀行が監督者を派遣するという規定が導入さ

れたO モンゴル銀行から派遣された監督者は，

当該商業銀行の経営者の職務に対して監督を行

い，当該商業銀行の株主総会及び取締役会にお

いて助言を提案するが，ただし株主総会や取締

役会において投票権を持つことはない。

第 2に，特別規制措置の際の全権代理者の

権限が管財人による管理の場合と向様に当該商

業銀行が以前に結んだ貸付契約を解約できるよ

うに拡大されたお)。

第 3に，特別規制措置の全権代理者の権限

に吸収合併など組織再編成に関する権限が追加

された。 1996年銀行法①では，従業員の解雇

によるリストラの権限は与えられていたが，商

業銀行会体の売却の権限は与えられていなかっ

た。 1999年改正銀行法が述べる務業銀行の組

織再編成とは以下の 3点を指す。第 lに当該

商業銀行の債権・資産を他者に売却すること，

第 2に他者からの資金供与を受け増資を行っ

てf責務超過を解消すること，第 3に当該商業

銀行全体あるいは一部支庖を他者に譲渡するこ

とである。

第 4に，管財人による管理措置の定義が変

更されたことである O すなわち， 1996年銀行

法①では，管財人による管理が決定されると産

28)例えば，全権代理者が投資技術革新銀行によって「パ

ヤル・グループj有限会社に立すして発行されていた

1，000万米ドルの債務保誌を無効とした例がある

(@1999年 11月 16日号)。

は，管財人による管理が開始されでも商業銀行

の銀行設立免許の取消は前提とされず，まず商

業銀行の構造改革の実施が求められ，それが効

果をもたらさない場合には清算作業に入ること

となった。 1999年改正銀行法で変更された点

は，支払不能に陥った商業銀行でも直ちに清算

が決定されるのではなく，特別規制措震の組織

再編成の措置と時様に構造改革によって商業銀

行の再建を模索する可能性が関かれたことであ

る制。ただし，最長 6カ月を経過しでも構造改

革の成果が見られない場合には 1996年銀行法

①と同様に清算作業が開始され，他行への経営

譲渡を最長 1年間模索し，それが不可能な場

合には商業銀行の総資産の売却が行われる。

商業銀行に対する構造改革の措置とは， 1990 

年代前半に無秩序に設立され， 1996年に銀行

危機に産面するに至ったモンゴル銀行制度を改

するためになされた立法であると理解され

るO

このように，上述の 1996年銀行法③におい

て規定された強制的な措置の導入，並びに 1999

年改正銀行法によって規定された特別規制措置

の枠における組織再編成と管財人管理措置の枠

の中における構造改革とは，移行期モンゴルの

銀行制度の大きな特徴である。特に，中央銀行

であるモンゴル銀行が株主の権利に介入できる

という条文に典型的に示されている規制的性格

.中央政権的性格は明白である O

4.銀行制度に関連するその他の法令

(I) 銀行業務法とその特徴

上述した 1996年モンゴル銀行法@及び 1996

年銀行法①に関連する規定としては， 1995年 10

月に制定された「モンゴル国の預金，決済勘定

29)例えば，農業銀行に対して適用された管財人による

強制管理措震は，農業銀行の構造改革をg約とした

ものであった。
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取引及び銀行の貸付業務に関する法律J(① 

pp.39ω51，以下「銀行業務法jと略称、)が存

在する。ここでは，銀行業務法①に定められた

次の二つの規定について見てみよう。一つは，

預金の保護に関する規定である O 預金者の預

金30)とその利子は商業銀行の清算の場合に，優

先的に払い戻される(①の第 9条)。しかし，

同法①でも，預金者の預金を保護する保険制度

などは定められていない31)。それゆえ，モンゴ

ルでは頭金保険が機能していない。このことは

後に述べる預金利子率の大幅な差別化をもたら

している。もう一つの注目すべき点は，貸付の

強保についての規定である。貸付の担保になる

資産とは，個人及び法人の所有建物，即刻に売

却されうる務品，宝石，株式を含めた有価証券

などであり 32) 既に述べたように土地は担保と

なり得ないことはモンゴルの特徴である。貸付

の担保資産の評偲については銀行業務法①では

貸し手と借り手の相互の合意に基づくと規定さ

れている。しかし，この規定はしばしば悪用さ

れ，賄賂を用いるなどして溺業銀行に担保資産

を市場価格より高値で評価させるということが

しばしば行われた。

(2) 手形法

モンゴルで手形に関する規定が最初に定めら

れたのは 1995年 11月に制定された「モンゴル

閣の手形に関する法律J(匂p.52-59，以下「手

形法Jと略称)である O

30) 1995年の銀行業務法①は，傭人及び法人の預金を

区別していない。

31) ri'自民の多くは!日体制下での政府の保護に慣れてき

たことから，銀行への預金はすべて政府が保証して

いるものと誤解しているJ(@p.21)。なお，ロシア

の銀行法は，預金者の預金を保護する制度を定めて

いる。それは，蕗業銀行が設立する強制預金保倹連

邦基金と任意預金保険基金である(白鳥御.39)。

32)鶴業銀行が貸付の担保資産を売却するケースは稀で

はない。例えば，思家出資の有力な銀行である商業

発展銀行の売却担保資産の内訳を見ると，男女靴や

関産小麦粉から自動主主や建物，そして金採掘の許可

著書などの 2万トグリクから 2億トグリクまでの物

件がある (@1999年 10月27B号)。

この法律①の以前にはモンゴルで手形は存在

していなかった33)。

手形法①の内容は西側諸国のそれとほぼ同様

である O モンゴルでも中央銀行による手形の再

割引は可能とされているが(@の第 16条第 3

項)，中央銀行による手形再割引の対象企業の

範囲は法令では定められていない。

このように，モンゴルでは手形に隠する法的

環境が整備されたにもかかわらず，企業による

手形を用いた決済はほとんど行われていな

い制。その背後には，不安定な経済状況及び法

人の支払能力と信頼性の{止さ，決済業務の規律

を守らないことがある。また，務業銀行が抱え

ている多額の不良債権の問題があると推定され

る。なぜ、ならば，このような状態におかれてい

る蔀業銀行はそンゴル銀行が資産運用に関して

要請している高い流動性を満たすことができず

取引債権を持つ企業が当漆勘定決済を避けてい

るからである。従って，手形の再割引もほとん

ど行われておらず，中央銀行短期証券利子率が

公定歩合の役割を果たしている。

E 銀行制震の現状とその問題点

モンゴルでの最初の溜業銀行の設立は，既に

述べたように 1991年の 5月に制定された

1991年銀行法①の制定以前に行われていた。

1990年 7月から 1991年 4月までに政府の決

議によって七つの務業銀行が設立された。それ

は，表 1が示すとおり協同組合銀行，シネチ

レル銀行，商業発展銀行，保険銀行，投資技術

33)モンゴルにおいて手形に関する最初の規定は、 1925
年に大蔵省(当特)が承認した手形使用規則(⑩

52)であったが、 1930年以降は手形は使用されてい

ないとt量定される O

34)手形の利用についてゴロムト銀行の顧問者である久

保田氏は次のよう述べているJモンゴルでは手形法

がすでに存在しているのに，小切手及び手形の流通

制度はない。潟業銀行間の取引では中央銀行短嫁誌

券だけが売資されているJ(@2000年 8Jl 29日

号)。
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1990 1991 

アジア投資銀行

アノド銀行

ゴロムト銀行

ゾース銀行

クレジット銀行

郵便銀行

復興銀行

輸送発展銀行

貯蓄銀行

投資技術革新銀行

農業銀行

務業発展銀行

シネチレル銀行

ウラーンパート}~銀行

輸 出 銀 行

エレル銀行

アルド銀行

バヤンボグド銀行

道路銀行

ビジネス銀行

保険銀行

MM投資銀行

中央アジア銀行

エディン・テンゲ)~銀行

セレンゲ銀行

協 i湾総合銀行

メルクリ銀行

メ口為、 計
新規設立銀行数 6 l 

営業銀行数 6 7 
清算作業中の銀行

経 済 学研究

表 1 商業銀行数の推移

1992 1993 1994 1995 

4 5 l 

11 16 16 14 
3 

1996 1997 1998 

昨:ヰ〉

1 4 2 
12 16 13 
3 5 

(設) (~)は商業銀行の設立から営業停止までの時期を示している。
また， (や争)は商業銀行が清算作業に入り，登録が抹消された時期を示している。

例えば，投資技術革新銀行の矢印の意味は，~該商業銀行が1990年のある月に設立さ
れ， 1998年のある尽に営業停止となり，清算作業に入って1999年のある月に主主録が抹
消されたことを意味する。

52-1 

1999 

3 
12 
4 
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革新銀行，道路銀行，農業銀行である O 保険銀

行を除いた残りの六つの商業銀行は，体制転換

以前モンゴルで喰ーの銀行であったモンゴル盟

立銀行の各種営業部門や支店などが独立しただ

けのものであった。しかし，その後多くの務業

銀特は表 1が示すとおり，営業停止となり，

清算作業を経て畳録が抹消された。以下では，

移行期モンゴルの銀行制度の現状とその抱えて

いる問題点について検討しよう。

1 .商業銀行の現状

1999年末時点、では， 16の商業銀行が登録さ

れていたが，このうち年末時点で認の商業銀

行が貸付業務を行っていた。残りの 4の商業

銀行は清算作業に入っていた。 12行のうち 6

行は 100%富有銀行(例えば，貯蓄銀行)及び

額家部分出資銀行(例えば，議業発展銀行)で

あり，残りの 6行は純粋民間銀行(例えば，

ゴロムト銀行)である。商業銀行全体の中でゴ

ロムト銀行は唯一の外患資本導入銀行である。

1999年末時点での商業銀行の貸付残高の規模

を見ると，商業発展銀行が239.2僚、トグリクの

貸付残高を誇っていて商業銀行の中で 1{立を

占めている。次いで，ゴロムト銀行 (85.5億

トグリク)，国家部分出資の郵便銀行 (38.7億

トグリク)，国家部分出資の農業銀行 (34.2億

トグリク)の}I演であるお)。このように， 100.0% 

国有銀行及び国家部分出資銀行は大手商業銀行

か中競模の商業銀行である O 純粋民間銀行はゴ

ロムト銀行を徐けば小規模の溜業銀行である。

この表から 1990年代では実際に営業活動を

行っている商業銀行数が 2倍近くに増加した

ことが分かる。また， 1994年を除けば，毎年

薦業銀行が設立されたことも分かる。

35)御 .69.商業銀行の総資産及び資本金，並びに預金
額，純利益などで潟業銀行を格付ければ，商業銀行
の順位が最も正確に示されると思う。しかし，統計
データの制約により商業銀行の貸付残高を指標とし
て挙げた。

他方では，商業銀行の営業停止が 1994年以

降増加していることも分かる。特に， 1996年

には中央銀行が多額の不良債権を抱えていた国

有大手のアルド銀行及び民間銀行の保険銀行を

清算したO また，モンゴル初の民間銀行であっ

た中央アジア銀行は消滅した。このような，衝

撃的な商業銀行の清算及び破産は金融機関の信

頼性を低下させた。 1998年に至っても蕗業銀

行の営業停止が急増した。例えば，ビジネス銀

行及び、エディン・テンゲル銀行は，中央銀行で

あるモンゴル銀行から支払能力が著しく低下し

たと判断されて商業銀行設立免許を取り消さ

れ，営業停止となった制。それでは，モンゴル

の商業銀行はいったいどのような金融機能を果

たしているのだろうか。

モンゴル銀行は，体制転換さ当初から金融引き

締め政策を実施したO 表 2から分かるよう

に， 1990年における貨幣供給量M2のGDP

に対する比率は 53.8%であったが， 1992年に

なるとそれは 27.6%となって大きく減少し

た。モンゴル銀行は，中央銀行短期証券(当時

はモンゴル銀行の有価証券と呼ばれていた)の

利子率の操作や預金準備率の引き上げにより間

接的に務業銀行の貸付上限の強化，定期性預金

の利子率の引き上げを誘導し，金融引き締め政

策を実施した。「金融政策は功を奏した幻)Jと

されている。

1990年代後半になってもモンゴル銀行は金

融引き絡め政策を継続した。さらに，モンゴル

銀行は 1996年モンゴル銀行法①及び 1996年銀

行法①の規定に従って薦業銀行に対して監督機

能を一層強化し，金融引き締め政策を強めた拍)。

例えば，国会が承認したモンゴル銀行の 1999

36) @1998年 10月13日号。

37)仇 34.
38)モンゴル銀行副総裁M。ボルド氏(当時)は， rモ

ンゴル銀行の通貨政策の最大の自襟はインフレを抑
制jすることであるJと誇っている (@1998年 12月

3 B号)。
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表 2 貨幣供給量の犠加率

52-1 

(単佼:百万トグリク， %) 
t旨 襟 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 

現金通貨 742.7 2，003.0 2，鉛6.4 10，786.1 21，804.8 29，755.7 46， 816.5 61，754.2 91，567.5 

品12 5，633.2 9，914.8 13，052目3 42，764.2 76，777.0 102，悦4.6 128，395.3 170，065.5 167，249.6 220，167.0 

M2増加率 ... 76.0 31.6 227.6 79.5 32.9 25.8 32.5 …1.7 31.6 

GDP 10，465.0 18，909.6 47，298.0 166，219.1 2お，263.0 550，253.7 64過，5:悶.3 832，635.6 817，393.4 925，345.8 

M 2/GDP 53.8 52.4 幻.6 25.7 27.1 18.5 19.9 20.4 20.5 23.8 

インフレ率 183.0 66.3 53.1 44.6 20.5 6.0 10.0 

億人預金残品 ... 2，783.3 ー. 27，594.3 36，818.0 臼，733.3 54，933.3 55，575.9 45，052.3 

1人預金残高/GDP 5.9 9.7 6.7 8.3 6.6 6.8 4.9 

(注) 1. (…)は不明なことを表す。
2. (ー)は該当する数値はない。

(出所)御.26，蜘p.号6-97，112 -113，114，蜘.54，63，69，72，QPp.78より作成。

年度通貨政策方針には，インフレ率を 15%以

下におさめることが第-El擦であると記載され

ている 391。

2.商業銀行の資金調達

表 3は，商業銀行の資金調達の状況を諒し

ている401。この表から分かるように，定期性頭

金の割合は 1990年から 1993年までは資金調達

のうちほほ一定の割合を占めているが，インフ

レ率が 1993年の 183%から 1994年には 66.3%

へと低下したことに伴い， 1994年以降増加し

た。他方で，要求払預金の割合は 1992年から

急速に減少して 1999年 9月時点で 19.4%と

なっている。ここで注意すべきことは，蕗業銀

39) @l百98年12月 9日号。 1999年度のインフレ率は

10.0%であった。

40)ここでは，表 3と表 7の数値について若干説明し

ておこう。これらの数値はそンゴル銀行(当時)が

資料を捻供して国際通貨基金のスタッフが計算した

ものである。しかし，後にこのモンゴル銀行か凝供

した数値に隠して，モンゴル留財政経済省(1日大蔵

省)大庄は，政府が国際通貨基金の借款を受けるた

めに偽造した数値を提供したことを認めた (@20例

年 4月 17日号)。従って，表 3と表 7の信頼性

には疑問が残るが，そのことを留意したよで商業銀

行の資金調達と資金運潟の傾向を見てみたい。ま

た，この新潟記事によれば，ウクライナでも同様な

ことが行われた。モンゴルでの偽の資料提供が行わ

れたのは!日政権時代のことであり，それゆえ新政権

の下でも国際通貨基金の融資が継続された。

行の資金調達が 1992年まで要求払預金に大き

く依存していたことである。これはモンゴルの

銀行制度だけの特徴ではない。ロシアにおいて

も向様な事態が見られた4九体制転換当初，イ

ンフレ率が定期性預金利子率を上回っていたの

で要求払預金で資金調達することが容易であっ

たからである。

また，市場経済化の進展に伴い 1993年から

外貨預金の割合が増加した。外貨預金は 1990

年にわずか 3.4%であったのに対して 1999年

9月時点では 43.5%に達している。ただし，

蔀業銀行ごとの外貨頭金保有額の差は注目すべ

きである。例えば，筆者が分析した 9行のデ

ータで見る限り，外貨預金は二つの商業銀行(商

業発展銀行とゴロムト銀行)に集中しているこ

とが分かる421。この商業銀行の差別性はモンゴ

ルの銀行制度の一つの特徴である。商業銀行の

資金調達の函でもう一つの注意すべき点は，中

央銀行からの借入金である。モンゴル銀行は

1991年上半期から，商業銀行への貸付を積極

的に行い，量的操作と利子率操作の両面から

41)ロシアにおいては，溺業銀行の資金調達が商業銀行

の設立経緯の遠いによって企業のさ当座預金あるいは

定期投預金に大きく依存していた(御Ip.191-192)。

42)筆者は，商業銀行 9行の 1999年第二及び第三四半

期時点での貸借対照表のデータを入手して分析し

た。これらの 9行とは以下の商業銀行である。す
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表 3 萄業銀行の資金源逮状況の推移

1990 1991 1992 1993 1994 

要求払預金(%)
4.0 5.6 5.8 9.8 14.1 

(69.0) (57.7) (33.3) (24.1) (20.6) 

定期性預金(%)
1.6 2.0 4.4 10.1 28.9 

(27.6) (20.6) (25.3) (24.9) (42.3) 

'" 1.5 6.2 6.6 10.4 
中央銀行からの措入金制

(15.5) (35.7) (16.3) (15.2) 

外貨預金(%)
0.2 0.6 1.0 14.1 15.0 

(3.4) (6.2) (5.7) (34.7) (21. 9) 

資金調達合計(%)
5.8 9.7 17.4 40.6 68.4 

(1∞.0) (1∞.0) (1∞.0) (1∞.0) (1∞.0) 

(注) 1. (…)は不明なことを表す。

2.外貨預金には要求払預金と定期性預金も含まれる。
3. 1999年の数値は 1999年 9fl時点の数億である。

(出所)@p. 63， @p. 64，⑬p.32，⑬p.77，78より作成。

1995 

13.8 

(15.6) 

38.4 

(43.5) 

7.6 

(8.6) 

28.4 

(32.3) 

88.2 

(1∞.0) 

事長 4 総業銀行の預金利子率

1996 

22.6 

(23.1) 

35.2 

(36.1) 

10.9 

(11. 2) 

28.9 

(29.6) 

97.6 

(1∞.0) 

97 (97) 

(単位 :10億トグリク)

1997 1998 1999 

26.3 26.1 24.3 

(21. 7) (23.1) (19.4) 

44.7 44.8 44.0 

(36.9) (39.6) (35.2) 

0.8 2.3 2.4 

(0.7) (2.0) (1. 9) 

49.3 39.8 54.4 

(40.7) (35.3) (43.5) 

121.1 113.1 125.1 

(1∞.0) (100.0) (1∞.0) 

(単佼:%)

定期性預金
要求払預金 普通預金

E話内通貨 外貨

邸内通貨 外貨 国内通貨 (1年未満) 1 3年 1-3年

1990/12 ... ... ... ... ... 
1991/12 4.0 5.0 6.0 3.0 -8.0 

1992/12 1.0 10.0 -52.0 10.0 -60.0 50.0 70.0 50.0 

1993/12 2.0 24 -1∞ 70 -153 125 151. 8 10司 72.0

1994/12 2.0 10 -63.8 50-101.2 6 -72.0 

1995/12 2.0 12.0 -42.6 12.5-101.2 6 -42.6 

1996/12 2.0 12.0 -34.5 12.7-60.1 26.8 3.6 -42.6 

1997/12 2.0 3.6 34.5 6.2-69.6 36.0 -42.6 2.4 -42.6 

1998/12 0.8 -6.0 1. 0 -3.6 3.6-19.6 6.0 -42.58 24.0 -30.0 1. 2 -24.0 

1999/12 3.0 -6.0 1. 0 3.6 3.0-13.2 9.6 -30.0 3.6 -14.4 

(注) 1. (…)は不明なことを表す。

2. (ー)は該当する数値はない。

(出所)伽.121，動.66。

融政策を実施した。この政策は， 1996年 ま で

積極的に利用された。例えば，中央銀行からの

なわち，アノド銀行，ゴロムト銀行，ゾース銀行，

クレジット銀行，郵便銀行，潟業発展銀行，ウラー

ンパートル銀行，輸出入銀行，バヤンボグド銀行で

ある。他行のデータは入手できなかった。それゆえ，

筆者の分析はそンゴルの銀行制度全体をカバーする

ものではないが，しかしこの分析からはそンゴルの

銀行制度の持つ実態とその動向が分かる。なぜなら

ば，これらの九つの蕗業銀行の中には毘家部分出資

の大手商業銀行である溺業発展銀行や有力な民間商

業銀行であるゴロムト銀行だけではなく，弱小潟業

銀行も含まれているからである。

借入金の都合は 1992年の時点で資金調達の

35.7%に達していたが， 1997年以降急速に減

少し 1999年 9月時点ではわずか1.9%を占め

ているにすぎない。

このような，資金調達構成を持つ商業銀行の

預金利子率について表 4と表 5で見てみよ

つ。

後の表 8が示すとおり，中央銀行は 1992年

から商業銀行への貸付利子率を大幅に上昇させ

強力な金融引き締め政策を実行した。それゆ

え，商業銀行は民間からの資金調達へシフトせ

ざるを得ず，頭金利子率を引き上げた。また，

当時の 300%を超えるハイパー・インフレ…シ



98 (98) 経 済 学研究 52-1 

表 5 言語業銀行ごとの普通資金利子率 (単位:%) 

務業銀行名 1990 1991 1992 1993 

アノド銀行

ゴロムト銀行

クレジット銀行

郵便銀行 79.9 

輸送発展銀行

貯蓄銀行

農業銀行 ... 24.0 24.0 

R筆業発展銀行 ー.‘ 24.0 48.0 

シネチレル銀行 60.1 

エレル銀行

アルド銀行 45.0 63.8 

投資技術革新銀行 ..白 15.0 40.0 

保険銀行 '・ 36.0 48.0 

中央アジア銀行 回4 ω。
道路銀行 ーー. ‘目.

パヤンボグド銀行 10.0 50.0 

ビジネス銀行 79.6 

エデfーン・テンゲん露骨 η。
輸出入銀行 i∞.0 
(注) 1. (…)は不明なことを表す。

2. (一)は該当する数値はない。

(出所)⑬pp.38-39，⑫p.95. 

ョンの下では，民間からの資金調達のため利子

率の引き上げは不可欠で、あったのである。表

4が示すように， 1993年末時点で商業銀行の

普通預金の利子率は商業銀行間で違いがある

が，最f誌の 24%から最高の 100%までであっ

た。モンゴル銀行は預金利子率を自由化してい

たので商業銀行の預金利子家にはばらつきが見

られた(後に見るように，商業銀行の貸付利子

率にもばらつきが見られた)01993年の併で見

るに農業銀行の普通預金の利子率は 24.0%

であり，輸出入銀行のそれは 100.0%であった

(表 5)。

1999年になっても商業銀行の護金利子率の

格差は残っている。例えば，エレル銀行の普通

頭金の利子率は 3.6%であるのに対してアノド

銀行のそれは 13.2%である。このように，商

業銀行の預金利子率に格差が生じるのは，預金

保険が機能していない状況で商業銀行が民間か

ら資金調達を行わなければならなかったからで

ある。

1994 1995 1996 1997 1998 1999 

13.2 

6.5-26.8 7.4 -19.6 ..， ... 9.6 
.. 12.0 

ω.0 26.8 -36.0 12.0-36.0 ..， .. 4.8ゃ 9.6
.目 6.0 
.. 6.0 

48.0 12.0 12.0 ... 4.8 

48.0 26ι 3.6 12.7 ..， 3.0 -10ι04 

30.0 26.8 12.7-26.8 .. 12.0 

3.6 

42.6 26.8 

36.0 24φO 6.2-26.8 

24.0 24.0 

23.7 -51.7 19.6 

42.6 

10.0 -50.0 26.8 12.7 -26.8 ..， φ・φ

42.0 42.6 12.7 -34.5 目

36.0 24.0 12.7-26.8 ..， .. 
臼.8 26.8 5.3 -26.8 .‘・ .. 

商業銀行の定期性頭金利子率についても悶様

なことが見られる。商業銀行の頭金利子率は低

下する傾向にあるが，表 6の定期性預金の利

子率を見ても分かるとおり依然として高い。

しかし，商業銀行が高い預金利子率を設定し

でも十分な預金量を吸収することはまだできて

いない。現金通貨発行嚢のうち市場での流通現

金の規模は 1999年末時点で 872.8億トグリク

にのぼっており剖，それは向年の GDPの9.4%

にも達している。旧ソ連諸国の中で市場経済化

が比較的進展しているリトアニアではこの数値

は1999年で 6.9%である。これらの実態はモ

ンゴル銀行も認識している制。

43)⑫p.94. 

44) 2000年 10月にそンゴル銀行総裁は「モンゴル銀行

が発行した現金通貨 1，220.0億トグリクのうち市場

での流通現金の規模は 1140.0億トグリクに達して

いる。これらの流通現金をさらに吸収する方針であ

る」と誇っている (@2000年 10月 11日号)。この
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表 6 癒業銀行ごとの定期性演金利子率

99(99) 

(単位:%)

潟業銀行名 1990 1991 1992 1993 

郵便銀行 125.0 

農業銀行 ... 24.0 -ω.0 153.0 

商業発展銀行 ... 24.0 -50.0 125.0 

シネチレル銀行 '・. ... 125.0 

アルド銀行 45.0-55.0 I 1おO

投資技術革新銀行 ... '・. 15.0 -60.0 125.0 

保険銀行 ... 36.0 -54.0 125.0 

中央アジア銀行 50.4-66.0 130.0 

道路銀行 目・. 必.. ... ... 
パヤンボグド銀行 10.0 -ぬO 70.0 

エディーン白テンゲA謀fj 90.0 

輸出入銀行 iお.0-1.0 

(注) 1. (...)は不明なことを表す。
2. (一)は該当する数値はない。

(出所)③p.208.

他方で，悶誌の貯蓄は非常に抵い水準であ

る。表 2から分かるように，個人預金残高(外

貨頭金も含む)は 1992年末時点でGDPの

5.9%という低い水準であった。 1994年には個

人預金残高(外貨預金も含む)の GDPに対す

る比率は 9.7%となったが，その後抵下して

1999年末時点では 4.9%にとどまっている O

表 2が示すように，偲人部門の預金残高は

1996年から横ばい傾向となり，新規貯蓄は行

われなくなり， 1999年にいたって，大量の預

金引き出しが生じて，預金残高は激減した。す

なわち，個人部門は負の貯蓄を行ったのであ

る。商業銀行のほぼ半数が破産・清算されると

いう状況の中で，国民の銀行制度に対する信頼

は失われてしまったのである。

このことはモンゴル経済に深刻な打撃をもた

らした。 1999年における国民経済全体での投

資額は 2，583億トグリクであり， GDPの29%

にあたるが，その資金務違源を見ると，外留資

発言は， 2000年にインフレE容が8.1%まで低下し

たにもかかわらず，モンゴル銀行は金融引き締め政

策を続行するという意志をあらわしている。

1994 1995 1996 1997 1998 1999 

ω.0 ω.1 .. .. 
101.2 60.1 ー‘・ ... .. 
101.2 60.1-79.5 ... ... ... 

101.2 60.1 白‘・ '・.

101.2 的.1-101.2

101.2 ω.1 ー・. . .. 
101.2 63.8 

103.5 12.5 -ぬl

101.2 

50.0 -叩.0 26.8 -60.1 ご干101.2 79.5 ... 

15 101.2 ω1 ... 

本投資が 1462億トグリクであり，ついで企業

の内部留保による投資が757億トグリクであ

り，政府の公共投資が245億トグリクであっ

た。蕗業銀行からの融資による投資はわずか

110億トグリクにすぎなかった4九投資金体の

わずか 4%であり，これは体制移行諸国の中

にあっても特筆すべき異常事態である。

すなわち，家計部門から企業部門への資金の

循環が絶たれているのであり，モンゴル経済に

とって極めて深刻な事態といわなければならな

いが，本稿では，このことに留意した上で，商

業銀行の資金運用を以下において検討してみよ

つ。

3.商業銀行の資金運照

まず，商業銀行の資金運用状況を表 7で見

てみよう。この表から分かるように，圏内貸付

は 1992年までに商業銀行の資金運用面で，ほ

とんど唯一の資金運用項目であった。しか

し， 1993年から外貨預金の急増に伴い外国債

券の割合が急増した。外患債券はその後も高い

水準を保っていたが， 1998年に激減した。こ

45) @p.110. 
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書提 7 商業銀行の資金運用状況の推移 (単位 :10億トグリク)

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 

国内貸付 6.6 11. 7 17.2 25.1 52.9 45.8 60.6 54.1 103.9 106.2 

預金準備金 ... 0.3 3.2 5.5 11. 5 12.0 9.5 13.2 16.0 21. 0 

中央銀行短期証券 1.5 2.1 0.8 19.1 11. 7 16.3 

外国債券 0.1 0.0 0.5 13.5 21.1 19.6 34. 7 40.8 6.2 16.5 

その他の資産 -1.1 -2.6 2.2 2.8 10.0 -7.2 -6.1 -24.7 -34.9 

資金運用合計 6.5 10.9 18.3 47.8 90.4 88.2 97.6 121.1 113.1 125.1 

(注) 1. (0.0)とは 0.1以下の数値であることを表す。

2. (…)は不明なことを表す。

3. (ー)は該当する数値はない。

4. 1994年の預金準備金の数値は 1994年 6月の数値である。

5. 1999年の数値は 1999年 9月号寺点の数値である。

6. 1996年以降「その他の資産jが激増しているのは，とりわけ酪内貸付を中心に不良債権が激増し，そ

れを償却した結果である。

(出所)@p.63，@p.64，⑬p.32，@p.78，79より作成。

表 8 衛事業銀行の貸付利子率 (単位:%) 

モンゴル銀行の 商業銀行の
同じく 河じく

商業銀行への E富有企業への
民間企業への サービス業への

貸付利子率 短殿貸付利子率

1990/12 5.0 

1991/12 15.0 

1992/12 45.0 -60.0 

1993/12 120.0 -300.0 

1994/12 72.0 264 

1995/12 72.0 150.0 

1996/12 72.0-109.0 

1997/12 45.0-50.0 

1998/12 23.3 

1999/12 11.4 

(注) (…)は不明なことを表す。

(出所)⑦p.122，⑫p.66.

の寝泊としては不良債権処理のために外国債券

を取り崩したと筆者は理解している。ここで注

意すべきことは，前述の筆者の分析対象の九つ

の商業銀行のうち外国債券はほぼ 1行(蕗業

発農銀行)に集中しているということである O

その他の務業銀行では外国債券への資金運用は

ほとんど見られない4ヘ外貨預金が商業発展銀

行とゴロムト銀行に集中しているからである O

資金運用の面で中央銀行短期証券投資の割合

が増加したことも注目される。モンゴル銀行

46)データの出所は脚注42と同じ。

... 
12.0 

100.0 

182.5 

122.1 

92.5 

71.0 

64.4 

... ... 
18.0 25.0 

127.0 147.0 

215.4 222.5 

131. 2 136.5 

93.5 110.0 

79.6 125.0 

68.0 92.1 

45.8 

38.8 

は，商業銀行の資金を管理し，金融引き締め政

策を実行するための有効な手段として 1993年

から中央銀行短期証券を発行して金融市場に導

入した。しかし，商業銀行が中央銀行短期証券

を本格的に購入し始めたのは 1997年以降であ

る47)。すなわち， 1996年モンゴル銀行法①及び

1996年銀行法①制定の翌年である O こうして

中央銀行短期証券は， 1990年代後半において

47) 1997年当時，中央銀行短期証券の決済期間は 14日

間であったが， 2000年 12月持点で 7日間， 14日

間， 28日間， 91日跨の 4種類となった。
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表 9 商業銀行ごとの貸付利子率

101 (101) 

(単位:%)

官事業銀行名 1990 1991 1992 1993 

アノド銀行

ゴロムト銀行

ゾース銀行

クレジット銀行

郵便銀行 240.0 -300. 0 

輸送発展銀行

貯蓄銀行

農業銀行 ... 36.0 -192.0 担0.0

商業発農銀行 '・φ 12.0 -ω.0 10.0ャ 180.0

シネチレル銀行 72.0 -144.0 96.0ゃ 120.0

ウラーンパート!v銀行

エレル銀行

アルド銀行 印.0-96.0 180.0-3飢0

投資技術革新銀行 会E 180.0 -240.0 120.0‘3ぬ0

保険銀行 ... 96.0 -120.0 96目。 3ぬO

中央アジア銀行 120.0-144.0 240.0 

道路銀行 ... .. 印.0ゃ 120目。 84.0-120.0 

パヤンボグド銀行 60.0 -240.。 120.0お0.0

ビジネス銀行 240.0 

エデトン，テンゲル謀者 ω0-240白。

輸出入銀行 240.0 

アジア投資銀行

復興銀行

(注) 1. (…)は不明なことを表す。

2. (一)は該当する数値はない。

(出所)⑬p.38，③p.68，⑬p.70， @p. 95. 

モンゴル銀行の金融政策の重要な政策手段とな

った48)。

モンゴル銀行の金融引き締め政策は商業銀行

への貸付利子率に反映された。 1991年にモン

ゴル銀行は商業銀行への貸付利子率を 5%か

ら15%へ引き上げた。表 8から分かるよう

に，商業銀行から企業部門への貸付利子率は

1993年 12月の時点で最低の 182.5%から最高

の222.2%であった。上記の商業銀行の貸付利

子率を商業銀行ごとで見ると，商業銀行の貸付

利子率には商業銀行間格差が非常に大きいこと

が分かる(表 9)。例えば， 1993年 12丹の持

48)なお現在，モンゴル銀行は中央銀行綬期証券の発行

を停止し， 00債に切り替える方針を検討中である(①

pp.24 -25)。

1994 1995 1996 1997 1998 1999 

32.2 -48.0 

72.0勾 78.0 42.0 -59.8 30.0 -43.4 24.0 -48.3 29.0 -35ι 

49.9 

54.0 -78.0 36.9ψ54.3 

96.0 -180.0 48.0 -181.0 118.0-147.5 131.0 -21ω 48.8 35.3-62.6 

90.0 -107.4 63.3-72.0 48.0 -48.4 

30.0 48.0 36.0 

84白0-180白。 ω0-180.0 90.0 -205.3 80.0-96‘。 64.5 

10.0 -1初.0Iω.0一96.0 31.7 -111. 7 30.7-73.2 34.8-48.2 30.0 -42.9 

ω目。 57.6-61.0 70.2-90.0 41.2-85.3 47.0 -ω.0 
... 39.3 

14.9 -切.1

ω.0 -144.0 ω.0 -120.0 

48.0“144.0 60.0-156.0 33.9 -67.1 36.0 -43.7 36.5 

72.0 -2初.。 96.0ゃ 145.0 ... 
印.0-240.0 η.0 -145.0 ..白

60白0-180.0

120.0 -240.0 60.0 -145.0 90.0 -150.0 卯。0-150.0 η.4 

96.0令 180.0 36.0ャ 120.0 30.0 -87.4 目.

36.0 -180.0 36.0匂 144.0 97.4 -198.2 96.2 -210.0 

ω.0-240.0 72.0 -96.0 56.2-180.1 32.0ゃ 164.0

印.0

47.2-56.3 45.3 ... 

点で潟業発展銀行の貸付利子率は 10.0%から

180.0%であったのに対して，問時期の郵便銀

行の貸付利子塁手は 240.0%から 300.0%であっ

た。同一商業銀行内においても大きな格差が存

症したのは，比較的安全な国有企業への融資と

貸倒のリスクの大きいサービス部門，新興企業

への融資を差別化した結果と理解される O しか

し， 1994年にインフレ率が大きく減少したこ

とに伴い商業銀行の企業への貸付を促進するこ

とを狙って，モンゴル銀行は商業銀行への貸付

利子率を引き下げた。しかし，大量の不良債権

を抱え，民湾企業への融資に大きなリスクを感

じている商業銀行にあっては貸付利子惑は依然

として高い水準を保っている。貸付利子率の商

業銀行潤の格差に関してモンゴル銀行は次のよ

うな見解を持っている。「商業銀行が高い貸付

利子率を設定した背景には，商業銀行で発生し
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た不良債権の損失を埋めるための資金運用の一

つの方法であるJ制。また既に述べたように，

個人部門から資金調達が絶たれている中で，民

間会業への融資枠が限られていることも影響を

及ぼしている。

それでは，蕗業銀行の貸付の実態はどうなっ

ているのだろうか。銀行制度に関する法的規定

が整備され，インフレも抑制されつつある現状

は楽観的とみてよいのだろうか。金融機関は企

業の発展に貢献しているのだろうか。結論を先

に述べれば，商業銀行の高い貸付利子率は，企

業の発展に貢献していなしミ。企業の務業銀行か

らの資金借入動機については以下の三つのケー

スがある。第一は，企業が商業銀行から資金を

借り入れ，それを他の商売に流用するケースで

ある O そして，企業は他の投機的蕗売で獲得し

た利益によって運転資金を調達し事業活動を継

続する O 第二は，商売に従事する企業が事業活

動を拡大するために投資資金を借り入れするケ

ースである問。しかし，この第二のケースは既

に述べたようにほとんど機能していない。第三

は，企業が事業活動を継続するために貸付利子

率が高くても運転資金を借りるケースであ

るヘ借り手の資金借入の視点からは，この第

三のケースは長期貸付であるが，しかし，上述

の商業銀行の資金議達及び資金運用状況の分析

からこれらの三つのケースとも短期融資と言わ

ざるを得ない。

商業銀行の高い貸付利子率は，企業にとって

49) @1998年 11月18B号。

50)例えば，最近の一例として外食業・行楽業を営むエ

ンパー有限会社の融資のf7JJがある。当社は，事業拡

大のために 2001年 7月にゾース銀行から 1億

3，000万トグリクの資金を 6ヶ月間， 4%の月利

で借りている。(年利は 48%に相当する)。

51)例えば，優良企業とされるカシミヤ加工業のゴピ株

式会社でさえ 1998年に輸出入銀行から 35万米わし

を3.8%の月利で 240B関の期限で原材料購入のた

めに借り入れた(当該商業銀行頭取のインタビ、ユ

による)。

大きな負担になっている。例えば，大手製造業

の経営者は寵業銀行の高い貸付利子準の及ぼす

影響に関して次のように強調している。「二層

構造をもっ銀行制度が導入されてから 8-9

年たった今も市場経済に相応しい商業銀行が

1行もない。 40%から 50%の年利で資金を借

り入れてもビジネスにはならないJとモンロス

ツベトメト企業の社長が諾っている泣)。商業銀

行の高い貸付利子率に関して外国人経営者も注

意を払っている獄。また，商業銀行の高い貸付

利子率は国内産業の復興にも影響を与えてい

るO 例えば，従来のモンゴルの主要産業であっ

た家畜原材料加工業は運転資金の不足のために

次々と操業を停止している制。

資金の借り手である企業について言えば，一

般に優良企業が不足しており，しかも新規金業

の信用度も低い。さらに，商業銀行が抱えてい

る不良債権は増えている。商業銀行が拾えてい

る不良債権については第 4項で検討しよう。

最後に，商業銀行の営業停止の要因について

付け加えれば，主に次の二つが挙げられる出)。

その一つは，銀行制度関連の法令の不僚による

制度的な要因である。これについては，本稿第

I節の検討から明らかである。もう一つは，商

52) @1999年 3月23B号。モンロスツベトメト企業

は鉱物資源採掘業の大手企業である。

53)例えば，モンゴルと米国の fモンゴル・アミカルJ
合弁企業の会長である B.シロム氏は次のように指

檎している。「カシミア業にとって一番主重要なのは

原材料仕入れのための融資であるが，モンゴルの業

者に供与されている貸付の利子率は箆傑lの貸付利子

率より 2-3倍高いJ(⑧1999年 9月初日号)。

54)例えば， rモンゴル・シェブロj株式会社の幹部は

「企業は遂転資金不足のため操業能力の 3-5 % 

程度で操業している。原材料を驚入するための金融

資金があれば，当社には国内の需要に応、じる能力が

ある」と誇っている (@1999年 9月 2日号)。

55)ここでは，商業銀行の営業停止について次のことを

述べておきたい。 1999年の間際通貨基金の報告著書

は，モンゴルの銀行制度を悪化させた要悶として滋

業銀行の経営機能と監督機能の欠如，モンゴル銀行

の務業銀行への介入機能の弱さ，商業銀行の支払能
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業銀行の経営者及び出資者(株主)の能力及び

誠実さが不足していた結果である制。これは，

商業銀行の経営者が借り手との人間関係を利用

して行った行為である O また親戚や知人が総業

銀行の経営者に対して貸付を強要した場合があ

る5九商業銀行の株主が藤業銀行に提供した出

カ，会計制度の問題などを挙げている(@pp.29
34)。この指織に関して築者が紋得できない点は，

モンゴル銀行のH事業銀行に対する駁督機能について

である。なぜならば，本務第 I節でま正に検討したよ

うに， 1996年以降モンゴル銀行は事実上強力な権

限を持っているからである。たしかに，モンゴルの

話事業銀行が営業停止となった原留として不良債権の

発生を挙げることができる。しかし，次の点を強調

しておきたい。第 1は，務業銀行の不良債権の問

題を検討する際に商業銀行の設立母体(この用語は

大野成樹氏による御.91)の特性を考慮しなければ

ならないということである。第 2は，不良債権の

ほぼ全額が1991年以降に行われた融資による不良

債権であるということである。安田靖氏は不良債権

発生の経緯を 1(1)1991年以前に国有企業に融資さ

れ，不良債権となったものを引き継いだ分， (2) 1991 
年以降政府の指示によって融資した資金が焦げ付い

た分， (3)務業銀行自身が犯した判断ミスによる不

良債権」の三つに大別している(@p.93)。モンゴ

ル政府は(1)と (2)に対して閣僚を発行し不良債権と

交換して対応した(@p.150)。従って，不良債権の

発生は商業銀行の経営者及び株主の行為によるもの

と何時にモンゴル銀行の政策のミスにもよるもので

ある。

56)たしかに，商業銀行が貸付を供与する擦に，詐欺に

巻き込まれたことがあった(@p.147)。しかし，こ

れは例外的な場合であって，書量者は耳事業銀行の経営

者が借り手に対して賄賂を見返りに意図的に貸付を

供与した事例が多いと考える。例えば，借り手は潟

業銀行の経営者に対して借入金の 10%を報酬とし

て使う騒然のルールが存在している (@1999年 8
月10日号)。弱小商業銀行だけでなく国家出資の大

手溜業銀行においてもこれを証明する事例が多数あ

る。最近の例として復興銀行の経営破綻に廃する事

例を挙げることができる。復興銀行は， 1996年に

清算されたアルド銀行，保険銀行，中央アジア銀行

の法人向けのま貢金と優良の貸付残高を引き継いで

1997年に設立された 100%思家出資の大手商業銀

行であったが， 2年も綬たないうちに経営破綻に

焔り， 1999年12flに商業銀行設立免許を取り消さ

れた。

57)白鳥正明氏は，ロシアの銀行制度に演して f銀行が

貸付ける動機の中で(その占める割合が)最も多

資分をはるかに上回る資金を借りた併がある。

後に株主が元本と利子を返済できなくなったた

めに当該鴎業銀行は営業停止となった事例さえ

ある到。

4.商業銀行の問題点

モンゴル銀行制度には数多くの問題点が存在

している O こうした問題点の中で商業銀行が抱

えている不良債権の問題に限って以下で検討し

てみよう。

不良債権に隠する公式な定義はないが，モン

ゴル銀行が定めた不良債権の分類としては次の

閤つがある則。すなわち， 1)延滞貸金， 2) 

金利減免融資， 3)囲収危慎融資， 4)貸領!債

権である。商業銀行が抱えている不良債権は表

10において示されている。この表から分かる

ように，高業銀1'yが抱えている不良債権は大き

く増加している。例えば， 1999年時点で不良

債権は商業銀行の貸付総額の 51.3%を占めて

いる。

さらに，注意すべき点は，不良債権のうち翻

訳危僕融資と貸倒債権の合計の割合である。飼

えば，統計局発表の 1996年時点の務業銀行全

体での不良債権は表 10にあるように 228.7億

トグリクであったが，モンゴル銀行が公表した

データによると， 1996年時点で務業銀行全体

での不良債権は 329.5億トグリクにものぼって

いた刷。その 329.5億トグリクの分類は，延滞

いのは「億人的な知り合い関係 (JHlQHOe3HaKOM 

CTBO) Jであるjと指摘している(@p.130)。

58)例えば，上述したビジネス銀行及びエデイン・テン

ゲル銀行の株主は，出資した資金の 3 41警に上

回る資金を当該蕗業銀行から借りたために，当該瀦

業銀行の絞営状況が悪化し営業停止となった(@

1998年日月 25B号)。
59)モンゴル銀行総裁及びモンゴル思財政経済省大庄の

2∞o年12月第614/125号共同命令 f潟業銀行の

資産の分類及び貸倒引当金の設定及び支出に関する

手続J。
60)①p.31.なお，両者の数値の違いの漂白は不明であ

る。
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表10 萄業銀行の不良策権 (単位:百万トグリク， %) 

1990 1991 1992 1993 

貸付残高 8，418.6 12，854.2 19，129.9 31，056.7 

不良債権 ... 3，708.5 

不良債権/貸付残高 ... .. (11.9) 

不良債権/総資産 ... (7.7) 

不良債権/GDP ... ... (2.2) 

(注) l. (…)は不明なことを表す。
2.総資産は 1999年 9月時点、での数値である。

(出所)邸.69，伽.71より作成。

貸金が24.5%であり，金利減免融資が 10.6%

であり，回収危倶融資が21.3%であり，貸倒

債権が43.7%であった。このうち函収危慎融

資と貸倒債権の合計は不良債権全体の 65.0%

を占めていた。

政府は，蕗業銀行が抱えている不良債権の処

理に対して 1996年 12月に不良債権処理機関を

した。不良債権処理機関は，当初 308億ト

グ1)クの不良債権(主として清算されたアルド

銀行，保検銀行，中央アジア銀行から引き取っ

た不良債権)を引き受けたが， 2000年 6月ま

でに 99億トグ 1)クの不良債権を回収した。こ

のうち 4却91億意トグリクは差し押さえた物的資産

の売去却Fによる留枝額である6印l日)

f他也方では，商業銀行自身も不良債権の発生防

止のための措置を採っている。そのーっとして

は，務業銀行が当該行から多額の債務を抱えて

いる金業名を他行に公表している6九ここで注

61) @2000年 8月10日号。不良後権処理機関の担当

者は，不良債権の回収及び担保資産の売却の際に生

じているffi難について次のように訴えている。「担

保資産は多数の商業銀行に多重量担保されていたため

に不良僚権の処理がスムーズに進まないこと，また

差し押さえられた物的資産は既に老朽化していたた

めに値下げしても売れない状態であることJ(@ 
1998年 12月 3日号)。

62)商業銀行は信者務者名簿を頻繁に公表している。例え

ば，溺業発展銀行，シネチレル銀行，復興銀行，ピ

ジネス銀行は 2，000万トグリク以上の債務を有する

法人及び偶人の名称を公表し，農業銀行は 1j彦、ト

グリク以上の債務を有する法人の名称を公表した

(@1999年 7fl 15， 16臼， 12月15日号)。

1994 1995 1996 1997 1998 1999 

54，484.7 61，831. 4 61，鉛8.6 48，865.8 69，807.1 82，079.9 

7，632.2 11，823.3 22，868.7 13，039.7 31，447.5 42，106.7 

(14.0) (19. J) (36.9) (26.7) (45.0) (51.3) 

(8.4) (13.4) (23.5) (10.7) (27.8) (33.7) 

(2.7) (2.1) (3.5) (1.6) (3.8) (4.8) 

意すべき点は，多額債務者として公表された企

業のほとんどすべてが 1990年以降に事業を開

始した企業であるということである O

不良債権の関収処理に関して重要な点は，商

業銀行における担保制度の不備や経営ガパナン

スの欠如である。貸付損保資産は，延滞貸金が

生じた場合の資金自収の有効な手段にはならな

かった。それゆえ， 上記の不良f棄権処理機関の

由収率は低い水準にとどまっている O 貸付に際

しての担保資産に関する資産評価の権限が商業

銀行の経営者の下にあることは商業銀行の経営

状況の悪化をもたらしている。

モンゴルの金融制度には，これらの問題の他

に，先行研究闘が指摘している人材育成や人材

の再訓練に関する制度づくりの課題が存在す

る。これらも深刻な問題である O 商業銀行にお

ける人材の問題は銀行制度改革の成否を大きく

左右するからである制。

金融制度が抱えている問題解決の方策として

政府及びモンゴル銀行は上記の政策とならんで

以下の政策を打ち出している。一つは，薦業銀

行への公的資金導入による融資政策である。例

63)例えば，安回氏御p.89-90. 

64)務業銀行の経営者の能力によって商業銀行の経営状

況が大きく左右されることを示している O 一例とし

ては，農業銀行の事例を挙げることができる O 特別

規総措置が遼用された農業銀行の経営織に外国人の

経営者が任命されてから農業銀行の経営状況は改議

しつつある (@2000年 8月 4B， 11月17日， 12 

fl 7日各号)。
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えば，支払能力が低下した復興銀行に対して

5億トグリクの激資を行った出)。もう一つは，

国家部分出資の商業銀行の民営化政策である。

盟会は 1999年 10月の第 64号決議「非民営化

対象資産一覧jによって国民経済にとって重要

な意義を持つ企業を非民営化対象とした。そこ

には荷業発展銀行，貯蓄銀行，援興銀行が含ま

れていた剖)。しかし，政府は 2000年 I♂月の第

15号決議 f室長行の民営化に関するプログラ

ム聞jにおいて商業発展銀行(株式総数の中で

の国家所有株式の割合は 76.0%である)を民

営化対象にした断。シネチレル銀行(向

46.0%)，郵便銀行(開 4.7%)，農業銀行(所

有割合は不明である)もこの決議によって民営

化対象となった。民営化は投資家募集選抜方法

によって実施されることとなった。

このように，荷業銀行の現状分析からはモン

ゴルの銀行制度がいまだ十分な金融機能を果た

していないという結論が導かれる。モンゴル銀

行の金融政策には，一面ではインフレを抑制す

る政策が要議され，他商では金融機関と企業を

育成し，維持する積極的な支援政策が要請され

ていたにもかかわらず，後者の政策は十分では

なかった。

65) @1999年 2月16日号。
66)⑬1999年47号。
67)⑬2000年 1H子。
68)なお現在，商業発展銀行の国家所有株式を投資家募

集選抜方式によって民営化する手続は政府の2001
年 8月の第 185号決議によって承認され，公表さ
れた。この手続によると，務業発展銀行の民営化の

条件とは1)国家所有株式の 76.0%(152万株の

国家所有株式)を一口として売却すること， 2)民

営化には自立際機関を含む外留投資家が参加するこ
と， 3)株式の所有権移転後 2年以内に，落札者

は政府の銀行制度の改養に関する要求を満たすこ
と， 4)選抜委員会の審安委員には外国のコンサル

テイング会社が参加することである (@2uOl年 9
Jj 3日号)。

おわりに

本稿で検討したモンゴルの銀行制度の変遷か

ら次の特離が見出せた。第 lは， 1991年銀行

法①において定められた中央銀行であるモンゴ

ル銀行及び商業銀行に関する規定は，未完成な

法令であったということである。第 2は，モ

ンゴルの銀行制度には制度的にも実態的にも，

社会主義時代の'損習が根強く残っているという

ことである。第 3は，モンゴルの金融機関は

首都ウラーンパートル市に集中しているという

ことである。第 4は， 1990年以前の不良債権

は国債の発行で処理されているので，現在商業

銀行が抱えている不良債権のほとんどは市場経

済に移行してから発生した不良債権であるとい

うことである。最後に，第 5の点として現在

でもモンゴル銀行の強力な権限が必要不可欠で

あると問時に商業銀行の経営ガパナンスの強化

や担保制度の整備も必要不可欠であるというこ

とである。市場経済に相応、しいモンゴル金融制

度の碁盤づくりは，単なる f見えざる手Jに任

せておくだけでは不十分であろう。

*)本稿の作成にあたっては，レフェリー及び北海道大

学大学院経済学研究科吉野悦雄教授より有益なコメ

ントを受けた。なお，本稿における誤りはすべて霊堂

者の資に帰するものである。
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